
歯科口腔外科 

歯科医師             ２名 
 
歯科衛生士         ３名 
 
歯科技工士       １名 
 
歯科用ユニット       ４台 
 



平成２８年度 
 
外来総患者数      ７６２４名 
１日あたりの患者数   ３１.２名 
 
新患数           １２８６名 
紹介患者数         ２５６名 紹介率１９.９％ 
救急患者数         １０２名 病院全体の救急患者の0.82% 



保存治療 
 レジン充填              ４２８歯 
 抜随                   １２２歯 
 感染根管治療           １３４歯 
 インレー修復              ９１歯 
  
  
補綴治療 
 全部鋳造冠              １４４歯 
 硬質レジン前装冠           ８５歯 
 メタルコア               ２０３歯 
 硬質レジン前装ブリッジ      ２１装置 
 全部鋳造ブリッジ          ２４装置 
  
  
 総義歯                   ６８床 
 部分床義歯               １６９床 
  
  
 スプリント                 １８装置 
 睡眠時無呼吸症候群シーネ      ２装置 
 

平成28年 歯科処置数 



   抜歯                         ７７８ 
 埋伏抜歯                     １３０ 
 消炎手術                      ９２ 
 腐骨除去術                      ５ 
 顎骨嚢胞摘出術               １０５ 
 顎骨嚢胞開窓術                 １ 
 粘液嚢胞摘出                   １０ 
 縫合処置                           ４ 
 上顎骨骨折観血的整復術        １ 
 下顎骨骨折観血的整復術        １ 
 下顎骨骨折非観血的整復術       １ 
 歯槽骨骨折観血的整復術        ２ 
 顎関節脱臼非観血的整復術      ３６ 
 歯牙再植術                    １１ 
 骨隆起除去、形成術              ５ 
 顎骨腫瘍摘出術                 ２２ 
 口蓋腫瘍摘出術                 ４ 
 歯槽部腫瘍摘出術               ８ 
 顎骨内異物除去                 ５ 
 軟組織腫瘍摘出                ３２ 
 唾石摘出術                     ３ 
 上顎洞根治手術                 １ 
 舌小帯伸展術                   １ 
 リンパ節摘出術                  １ 
  
 



年間１００名以上の口腔機能管理を行なっている。 

周術期口腔機能管理 

悪性腫瘍の手術、心臓血管外科手術の前後、化学療法、放射線療法、緩和ケアの 
患者さんに対し、口腔機能管理をする事で、治療の副作用を軽減させ、最後まで 
治療が行えるようにサポートしています。 



化学療法 
 
口内炎 
歯性感染症 
味覚異常 
口腔乾燥症 

放射線療法 
 
放射線性粘膜炎 
口腔乾燥症 
味覚異常 
カリエス 
放射線性顎骨壊死 
開口障害 

外科療法 
 
創部感染 
誤嚥性肺炎 

緩和領域 
 
口腔乾燥症 
味覚異常 
口内炎 
誤嚥性肺炎 
歯性感染症 
口腔内不衛生 
口臭 

薬剤関連顎骨壊死の発現予防 

症状緩和、感染回避、治療完遂をサポート QOLの向上、医療経済効果 

がん治療中における口腔内合併症 

手術前後に口腔ケアを行う事で、入院期間の短縮が見込まれる。 
 


